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(57)【要約】
【課題】高精度かつ低コストに、発光輝度または色度の
補正ができるようにする。
【解決手段】バックライトを制御する光源制御部は、４
個のエリアＳＡ－ａ乃至ＳＡ－ｄのうちの一のエリアＳ
Ａ－ａを補正エリアとし、補正エリアＳＡ－ａの一のブ
ロックであるブロックＳＡ－ａ（１）の発光と、補正エ
リアＳＡ－ａ以外の３個のエリアＳＡ－ｂ乃至ＳＡ－ｄ
内のブロックであってエリア内の位置がブロックＳＡ－
ａ（ｎ）と対応するブロックＳＡ－ｂ（ｎ）乃至ＳＡ－
ｄ（ｎ）の発光とを、補正エリアＳＡ－ａの全てのブロ
ックＳＡ－ａ（１）乃至（１６）を対象として順に実行
させる。そして、光源制御部は、残りの３個のエリアＳ
Ａ－ｂ乃至ＳＡ－ｄについても補正エリアとして同様に
繰り返す。本発明は、例えば、液晶表示装置等のバック
ライトに適用できる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上のブロックからなる、発光輝度または色度を補正する単位の小エリアがＮ（≧１
）個あり、そのＮ個の小エリアによりさらに構成されるエリアがＭ（≧２）個隣接する発
光領域を有し、発光輝度の制御については前記ブロックごとに可能なバックライト装置に
おいて、
　前記Ｍ個のエリアのうちの１のエリアを補正エリアとし、前記補正エリア内の１の小エ
リアである検出エリアの発光と、前記補正エリア以外の（Ｍ－１）個のエリア内の小エリ
アであってエリア内の位置が前記検出エリアと対応する小エリアの発光とを、前記補正エ
リアの全ての小エリアを対象として順に実行させることを、前記Ｍ個のエリア全てについ
て順に実行させる発光制御手段と、
　前記Ｍ個のエリアに１対１に配置され、前記検出エリアの発光輝度または色度を検出す
る検出手段と
　を備えるバックライト装置。
【請求項２】
　前記発光制御手段は、前記検出エリアの発光と、それに対応する前記補正エリア以外の
エリア内の前記小エリアの発光とを、入力画像信号に応じた発光輝度制御の前または後に
設けたセンシング期間に行う
　請求項１に記載のバックライト装置。
【請求項３】
　前記小エリアは、１の前記ブロックからなり、
　前記ブロックの発光素子に供給する電流値を制御する電流制御手段をさらに備え、
　前記電流制御手段は、前記入力画像信号に応じた発光輝度制御時に供給する電流値と同
一の電流値では前記検出手段が検出不可能な前記ブロックの発光素子に対しては、前記発
光輝度制御時の電流値よりも大きい電流値を供給する
　請求項２に記載のバックライト装置。
【請求項４】
　前記小エリアそれぞれの発光は、６０Hz以上の周波数で行われる
　請求項１に記載のバックライト装置。
【請求項５】
　１以上のブロックからなる、発光輝度または色度を補正する単位の小エリアがＮ（≧１
）個あり、そのＮ個の小エリアによりさらに構成されるエリアがＭ（≧２）個隣接する発
光領域を有し、前記Ｍ個のエリアに１対１に配置され、発光輝度または色度を検出する検
出手段を備え、発光輝度の制御については前記ブロックごとに可能なバックライト装置の
バックライト制御方法において、
　前記Ｍ個のエリアのうちの１のエリアを補正エリアとし、前記補正エリア内の１の小エ
リアである検出エリアの発光と、前記補正エリア以外の（Ｍ－１）個のエリア内の小エリ
アであってエリア内の位置が前記検出エリアと対応する小エリアの発光とを、前記補正エ
リアの全ての小エリアを対象として順に実行させることを、前記Ｍ個のエリア全てについ
て順に実行させ、前記検出エリアの発光輝度または色度を検出する
　ステップを含むバックライト制御方法。
【請求項６】
　　１以上のブロックからなる、発光輝度または色度を補正する単位の小エリアがＮ（≧
１）個あり、そのＮ個の小エリアによりさらに構成されるエリアがＭ（≧２）個隣接する
発光領域を有し、発光輝度の制御については前記ブロックごとに可能なバックライトを備
える液晶表示装置において、
　前記Ｍ個のエリアのうちの１のエリアを補正エリアとし、前記補正エリア内の１の小エ
リアである検出エリアの発光と、前記補正エリア以外の（Ｍ－１）個のエリア内の小エリ
アであってエリア内の位置が前記検出エリアと対応する小エリアの発光とを、前記補正エ
リアの全ての小エリアを対象として順に実行させることを、前記Ｍ個のエリア全てについ
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て順に実行させる発光制御手段と、
　前記Ｍ個のエリアに１対１に配置され、前記検出エリアの発光輝度または色度を検出す
る検出手段と
　を備える液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライト装置、バックライト制御方法、および液晶表示装置に関し、特
に、高精度かつ低コストに、発光輝度または色度の補正ができるようにするバックライト
装置、バックライト制御方法、および液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（LCD: Liquid crystal display）は、赤、緑、および青の着色がされて
いるカラーフィルタ基板、並びに液晶層などを有する液晶パネルと、その背面側に配置さ
れるバックライトなどにより構成される。
【０００３】
　液晶表示装置では、電圧を変化させることにより液晶層の液晶分子のねじれが制御され
、液晶分子のねじれに応じて液晶層を透過してきたバックライトの光（白色光）が赤、緑
、または青の着色がされているカラーフィルタ基板を通過することにより赤色、緑色、ま
たは青色の光となって、画像が表示される。
【０００４】
　なお、以下では、電圧を変化させることにより液晶分子のねじれを制御して光の透過率
を変更することを、液晶開口率の制御という。また、光源であるバックライトから出射さ
れた光の輝度を「発光輝度」と称し、表示される画像を視認する視聴者が感じる光の強度
である、液晶パネルの前面から出射された光の輝度を「表示輝度」と称する。
【０００５】
　従来、液晶表示装置においては、バックライトが液晶パネルの画面全体を均一かつ最大
（ほぼ最大）の明るさで照明し、液晶パネルの各画素の開口率のみを制御することによっ
て、画面の各画素において必要な表示輝度を得るような制御が行われていた。従って、例
えば、暗い画像を表示する場合においても、バックライトは最大のバックライト輝度で発
光するので、消費電力が大きいという問題があった。
【０００６】
　この問題に対して、例えば、画面を複数のブロックに分割し、その分割されたブロック
単位でバックライト輝度を入力画像信号に応じて変化させることにより、低消費電力およ
び、表示輝度のダイナミックレンジ拡大を実現する技術が提案されている（例えば、特許
文献１，２参照）。
【０００７】
　入力画像信号に応じて、分割されたブロック単位でバックライト輝度を変化させる制御
を行うためには、バックライトを点灯させたときの発光輝度および色度を、分割されたブ
ロック単位で補正する必要がある。
【０００８】
　各ブロックにおける発光輝度および色度を補正する手法としては、発光輝度または色度
を検出するセンサを発光領域に対して所定数配置し、センサで検出された発光輝度または
色度を基に補正するフィードバック制御が一般的である。
【０００９】
【特許文献１】特開２００５－１７３２４号公報
【特許文献２】特開平１１－１０９３１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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　このようなフィードバック制御においては、発光領域内にセンサをどれだけ配置するか
が問題となる。即ち、センサを発光領域に対して多数配置し、１つのセンサが検出する領
域をできるだけ小さくすれば測定精度は高くなり、より正確な発光輝度または色度の制御
が可能となるが、装置としてのコストが増大する。
【００１１】
　一方、発光領域全体に対して１または２個など僅かにセンサを配置した場合には、発光
領域全体としての補正は可能であるとしても、ブロック単位での補正は困難となり、発光
領域内で発光輝度または色度のムラが発生することになってしまう。
【００１２】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、高精度かつ低コストに、発光
輝度または色度の補正ができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の第１の側面のバックライト装置は、１以上のブロックからなる、発光輝度また
は色度を補正する単位の小エリアがＮ（≧１）個あり、そのＮ個の小エリアによりさらに
構成されるエリアがＭ（≧２）個隣接する発光領域を有し、発光輝度の制御については前
記ブロックごとに可能なバックライト装置において、前記Ｍ個のエリアのうちの１のエリ
アを補正エリアとし、前記補正エリア内の１の小エリアである検出エリアの発光と、前記
補正エリア以外の（Ｍ－１）個のエリア内の小エリアであってエリア内の位置が前記検出
エリアと対応する小エリアの発光とを、前記補正エリアの全ての小エリアを対象として順
に実行させることを、前記Ｍ個のエリア全てについて順に実行させる発光制御手段と、前
記Ｍ個のエリアに１対１に配置され、前記検出エリアの発光輝度または色度を検出する検
出手段とを備える。
【００１４】
　前記発光制御手段には、前記検出エリアの発光と、それに対応する前記補正エリア以外
のエリア内の前記小エリアの発光とを、入力画像信号に応じた発光輝度制御の前または後
に設けたセンシング期間に行わせることができる。
【００１５】
　前記小エリアは、１の前記ブロックからなり、前記ブロックの発光素子に供給する電流
値を制御する電流制御手段をさらに設け、前記電流制御手段には、前記入力画像信号に応
じた発光輝度制御時に供給する電流値と同一の電流値では前記検出手段が検出不可能な前
記ブロックの発光素子に対しては、前記発光輝度制御時の電流値よりも大きい電流値を供
給させることができる。
【００１６】
　前記小エリアそれぞれの発光は、６０Hz以上の周波数で行わせることができる。
【００１７】
　本発明の第１の側面のバックライト制御方法は、１以上のブロックからなる、発光輝度
または色度を補正する単位の小エリアがＮ（≧１）個あり、そのＮ個の小エリアによりさ
らに構成されるエリアがＭ（≧２）個隣接する発光領域を有し、前記Ｍ個のエリアに１対
１に配置され、発光輝度または色度を検出する検出手段を備え、発光輝度の制御について
は前記ブロックごとに可能なバックライト装置のバックライト制御方法において、前記Ｍ
個のエリアのうちの１のエリアを補正エリアとし、前記補正エリア内の１の小エリアであ
る検出エリアの発光と、前記補正エリア以外の（Ｍ－１）個のエリア内の小エリアであっ
てエリア内の位置が前記検出エリアと対応する小エリアの発光とを、前記補正エリアの全
ての小エリアを対象として順に実行させることを、前記Ｍ個のエリア全てについて順に実
行させ、前記検出エリアの発光輝度または色度を検出するステップを含む。
【００１８】
　本発明の第２の側面の液晶表示装置は、１以上のブロックからなる、発光輝度または色
度を補正する単位の小エリアがＮ（≧１）個あり、そのＮ個の小エリアによりさらに構成
されるエリアがＭ（≧２）個隣接する発光領域を有し、発光輝度の制御については前記ブ
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ロックごとに可能なバックライトを備える液晶表示装置において、前記Ｍ個のエリアのう
ちの１のエリアを補正エリアとし、前記補正エリア内の１の小エリアである検出エリアの
発光と、前記補正エリア以外の（Ｍ－１）個のエリア内の小エリアであってエリア内の位
置が前記検出エリアと対応する小エリアの発光とを、前記補正エリアの全ての小エリアを
対象として順に実行させることを、前記Ｍ個のエリア全てについて順に実行させる発光制
御手段と、前記Ｍ個のエリアに１対１に配置され、前記検出エリアの発光輝度または色度
を検出する検出手段とを備える。
【００１９】
　本発明の第１および第２の側面においては、Ｍ個のエリアのうちの１のエリアが補正エ
リアとされ、補正エリア内の１の小エリアである検出エリアの発光と、補正エリア以外の
（Ｍ－１）個のエリア内の小エリアであってエリア内の位置が検出エリアと対応する小エ
リアの発光とを、補正エリアの全ての小エリアを対象として順に実行させることが、Ｍ個
のエリア全てについて順に実行される。このとき、検出エリアの発光輝度または色度が検
出される。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、高精度かつ低コストに、発光輝度または色度の補正ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下に本発明の実施の形態を説明するが、本発明の構成要件と、明細書又は図面に記載
の実施の形態との対応関係を例示すると、次のようになる。この記載は、本発明をサポー
トする実施の形態が、明細書又は図面に記載されていることを確認するためのものである
。従って、明細書又は図面中には記載されているが、本発明の構成要件に対応する実施の
形態として、ここには記載されていない実施の形態があったとしても、そのことは、その
実施の形態が、その構成要件に対応するものではないことを意味するものではない。逆に
、実施の形態が構成要件に対応するものとしてここに記載されていたとしても、そのこと
は、その実施の形態が、その構成要件以外の構成要件には対応しないものであることを意
味するものでもない。
【００２２】
　本発明の第１の側面のバックライト装置は、１以上のブロックからなる、発光輝度また
は色度を補正する単位の小エリア（例えば、図２のブロックＢ）がＮ（≧１）個あり、そ
のＮ個の小エリアによりさらに構成されるエリア（例えば、図２のエリアＳＡ）がＭ（≧
２）個隣接する発光領域（例えば、図２の補正単位領域ＬＡ）を有し、発光輝度の制御に
ついては前記ブロックごとに可能なバックライト装置（例えば、図１の液晶表示装置１）
において、前記Ｍ個のエリアのうちの１のエリア（例えば、図３のエリアＳＡ－ａ）を補
正エリアとし、前記補正エリア内の１の小エリアである検出エリア（例えば、図３のブロ
ックＳＡ－ａ（１））の発光と、前記補正エリア以外の（Ｍ－１）個のエリア内の小エリ
ア（例えば、図３のエリアＳＡ－ｂ，ＳＡ－ｃ、およびＳＡ－ｄ）であってエリア内の位
置が前記検出エリアと対応する小エリア（例えば、図３のブロックＳＡ－ｂ（１），ＳＡ
－ｃ（１）、およびＳＡ－ｄ（１））の発光とを、前記補正エリアの全ての小エリアを対
象として順に実行させることを、前記Ｍ個のエリア全てについて順に実行させる発光制御
手段（例えば、図９のタイミング制御部６２）と、前記Ｍ個のエリアに１対１に配置され
、前記検出エリアの発光輝度または色度を検出する検出手段（例えば、図９のセンサＳＲ
－ａ）とを備える。
【００２３】
　本発明の第１の側面のバックライト制御方法は、１以上のブロックからなる、発光輝度
または色度を補正する単位の小エリアがＮ（≧１）個あり、そのＮ個の小エリアによりさ
らに構成されるエリアがＭ（≧２）個隣接する発光領域を有し、前記Ｍ個のエリアに１対
１に配置され、発光輝度または色度を検出する検出手段を備え、発光輝度の制御について
は前記ブロックごとに可能なバックライト装置のバックライト制御方法において、前記Ｍ
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個のエリアのうちの１のエリアを補正エリアとし、前記補正エリア内の１の小エリアであ
る検出エリアの発光と、前記補正エリア以外の（Ｍ－１）個のエリア内の小エリアであっ
てエリア内の位置が前記検出エリアと対応する小エリアの発光とを、前記補正エリアの全
ての小エリアを対象として順に実行させることを、前記Ｍ個のエリア全てについて順に実
行させ、前記検出エリアの発光輝度または色度を検出する（例えば、図１０のステップＳ
１１乃至Ｓ２０）ステップを含む。
【００２４】
　以下、図を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【００２５】
　図１は、本発明を適用した液晶表示装置の一実施の形態の構成例を示している。
【００２６】
　図１の液晶表示装置１は、赤、緑、および青の着色がされているカラーフィルタ基板、
液晶層などを有する液晶パネル１１、その背面側に配置されるバックライト１２、液晶パ
ネル１１およびバックライト１２を制御する制御部１３、並びに、電源供給部１４により
構成されている。
【００２７】
　液晶表示装置１は、画像信号に対応する原画像を所定の表示領域（液晶パネル１１の表
示部２１に対応する領域）に表示する。なお、液晶表示装置１に入力される入力画像信号
は、例えば、６０Hzのフレームレートの画像（以下、フレーム画像という）に対応し、１
／６０秒を、以下では、１フレーム時間と称する。
【００２８】
　液晶パネル１１は、バックライト１２からの白色光を透過させる開口部が複数配列され
ている表示部２１、並びに、表示部２１の開口部それぞれに設けられている不図示のトラ
ンジスタ（TFT：Thin Film Transistor）に駆動信号を送出するソースドライバ２２およ
びゲートドライバ２３により構成されている。
【００２９】
　表示部２１の開口部を通過した白色光は、図示せぬカラーフィルタ基板上に形成されて
いるカラーフィルタによって赤色、緑色、または青色の光に変換される。この赤色、緑色
、および青色の光を発する３つの開口部からなる組が表示部２１の１画素に対応する。
【００３０】
　バックライト１２は、表示部２１に対応する発光領域において白色光を発する。バック
ライト１２の発光領域は、図２を参照して後述するように、複数のブロック（領域）に分
割されており、分割された複数のブロックそれぞれについて個別に点灯が制御される。
【００３１】
　制御部１３は、表示輝度算出部３１、光源制御部３２、および液晶パネル制御部３３に
より構成される。
【００３２】
　表示輝度算出部３１には、各フレーム画像に対応する画像信号が他の装置から供給され
る。表示輝度算出部３１は、供給された画像信号からフレーム画像の輝度分布を求め、さ
らにフレーム画像の輝度分布から、ブロックごとに、必要な表示輝度を算出する。算出さ
れた表示輝度は、光源制御部３２および液晶パネル制御部３３に供給される。
【００３３】
　光源制御部３２は、表示輝度算出部３１から供給された各ブロックの表示輝度に基づい
て、各ブロックのバックライト輝度を算出する。そして、光源制御部３２はPWM(Pulse Wi
dth Modulation)制御により、算出されたバックライト輝度となるように、バックライト
１２の各ブロックを制御する。入力画像信号に応じてバックライト１２の発光輝度（バッ
クライト輝度）を制御することを、以下では、通常PWM制御と称する。
【００３４】
　また、光源制御部３２は、バックライト１２内に配置されているセンサＳＲ（図２）に
よって検出された各ブロックの発光輝度または色度に基づいて、発光輝度または色度の補
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正を行うための発光制御（以下、適宜、センシング制御と称する）も行う。
【００３５】
　ここで、センサＳＲは、照度センサまたはカラーセンサなどである。なお、以下では、
説明を簡単にするため、バックライト１２内に配置されるセンサＳＲは照度センサであり
、センシング制御によって、各ブロックの発光輝度を補正する例について説明するが、各
ブロックの色度を補正する場合についても同様に行うことができる。また、発光輝度と色
度の両方を補正するようにしてもよい。
【００３６】
　光源制御部３２で算出された各ブロックのバックライト輝度は、液晶パネル制御部３３
に供給される。
【００３７】
　液晶パネル制御部３３は、表示輝度算出部３１から供給されるブロックごとの表示輝度
と、光源制御部３２から供給されるブロックごとのバックライト輝度に基づいて、表示部
２１の各画素の液晶開口率を算出する。そして、液晶パネル制御部３３は、算出された液
晶開口率となるように、液晶パネル１１のソースドライバ２２およびゲートドライバ２３
に駆動信号を供給し、表示部２１の各画素のTFTを駆動制御する。
【００３８】
　電源供給部１４は、液晶表示装置１の各部に所定の電源を供給する。
【００３９】
　図２は、バックライト１２の詳細な構成を示している。なお、図２は、バックライト１
２の発光領域の一部のみを図示したものである。また、図２において外側に付されている
数字は、説明のために図示されているものであり、バックライト１２を構成するものでは
ない。
【００４０】
　図２に示される最小の正方格子が、バックライト１２の発光輝度の制御単位となるブロ
ックＢを表す。各ブロックＢには、赤色、緑色、および青色の光を発する発光素子として
のLED（Light Emitting Diode：発光ダイオード）がそれぞれ１以上配置されている。
【００４１】
　なお、ブロックＢは、バックライト１２の発光領域を、仕切り板等を用いて物理的に分
割したものではなく、仮想的に分割したものである。従って、ブロックＢ内に配置された
発光素子から出射された光は、不図示の拡散板によって拡散されて、ブロックＢの前方だ
けでなく、その周辺ブロックの前方に対しても照射される。
【００４２】
　バックライト１２において、水平方向（図面横方向）および垂直方向（図面縦方向）に
４ブロックずつ、即ち４×４の計１６のブロックＢによって、エリアＳＡが構成される。
図２では、エリアＳＡごとに模様を変えて図示してある。さらに、エリアＳＡが水平方向
および垂直方向に２×２で配列された領域によって、補正単位領域ＬＡが構成される。従
って、バックライト１２の発光領域は、エリアＳＡおよび補正単位領域ＬＡが水平方向お
よび垂直方向に繰り返し配列されていることになる。
【００４３】
　センサＳＲは、エリアＳＡに１対１に配置されている。エリアＳＡは、通常PWM制御す
るとき、即ち入力画像信号に応じて発光輝度を制御するときと同一の電流値でセンサＳＲ
が検出可能な最大のエリアであり、エリアＳＡの中心にセンサＳＲが配置される。
【００４４】
　光源制御部３２は、各補正単位領域ＬＡに対して同一のセンシング制御を並行して行う
。そこで、以下では、１つの補正単位領域ＬＡに対するセンシング制御について説明する
。なお、入力画像信号に応じて発光輝度を制御する通常PWM制御は、言うまでもなくブロ
ックＢごとの制御である。
【００４５】
　図３は、補正単位領域ＬＡの詳細な構成を示す図である。
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【００４６】
　補正単位領域ＬＡは上述したように２×２のエリアＳＡからなるが、補正単位領域ＬＡ
内の各エリアＳＡを区別する必要がある場合には、補正単位領域ＬＡ内の左上側に位置す
るエリアＳＡをエリアＳＡ－ａ、右上側に位置するエリアＳＡをエリアＳＡ－ｂ、左下側
に位置するエリアＳＡをエリアＳＡ－ｃ、右下側に位置するエリアＳＡをエリアＳＡ－ｄ
と称する。同様に、エリアＳＡ－ａ，ＳＡ－ｂ，ＳＡ－ｃ、およびＳＡ－ｄの中央に設け
られているセンサＳＲを区別する必要がある場合には、それぞれ、センサＳＲ－ａ，ＳＲ
－ｂ，ＳＲ－ｃ、およびＳＲ－ｄと称する。
【００４７】
　また、エリアＳＡ－ａ内の１６個の各ブロックＢを区別する場合には、ブロックＳＡ－
ａ（１）乃至ＳＡ－ａ（１６）と称し、エリアＳＡ－ｂ，ＳＡ－ｃ、およびＳＡ－ｄ内の
各ブロックＢを区別する場合にも同様に、ブロックＳＡ－ｂ（１）乃至ＳＡ－ｂ（１６）
、ブロックＳＡ－ｃ（１）乃至ＳＡ－ｃ（１６）、およびブロックＳＡ－ｄ（１）乃至Ｓ
Ａ－ｄ（１６）と称する。
【００４８】
　なお、図３においては、ブロックＳＡ－ａ（１）乃至ＳＡ－ａ（１６）、ブロックＳＡ
－ｂ（１）乃至ＳＡ－ｂ（１６）、ブロックＳＡ－ｃ（１）乃至ＳＡ－ｃ（１６）、およ
びブロックＳＡ－ｄ（１）乃至ＳＡ－ｄ（１６）の各ブロック番号を、ブロックＢ内の丸
数字（丸で囲んだ数字）で示してある。後述する図７および図８においても同様である。
【００４９】
　光源制御部３２は、補正単位領域ＬＡに対して、４フレーム時間に１回の割合でセンシ
ング制御を実行する。
【００５０】
　従って、光源制御部３２は、図４に示すように、４フレーム時間中の最初の１フレーム
時間内にエリアＳＡ－ａのセンシング制御を行い、次の１フレーム時間内でエリアＳＡ－
ｂのセンシング制御を行い、さらに次の１フレーム時間内でエリアＳＡ―ｃのセンシング
制御を行い、最後の１フレーム時間内でエリアＳＡ－ｄのセンシング制御を行う。
【００５１】
　１フレーム時間は、１６のサブフレーム時間により構成され、例えば、最初の１フレー
ム時間においては、光源制御部３２は、１６個のブロックＳＡ－ａ（１）乃至ＳＡ－ａ（
１６）を、１サブフレーム時間ずつかけて、順にセンシング制御を行う。従って、１サブ
フレーム時間は、１フレーム時間（１／６０秒）の１／１６、即ち、１／９６０秒である
。
【００５２】
　センシング制御は、通常PWM制御の合間に行われ、例えば、１サブフレーム時間中の、
通常PWM制御を行う期間（以下、適宜、通常PWM期間と称する）の後に、センシング制御を
行う期間（以下、適宜、センシング期間と称する）が設けられる。なお、センシング期間
は、通常PWM期間の前であってもよい。
【００５３】
　従って、補正単位領域ＬＡにおいて、発光輝度の補正が行われるブロックＢの順番は、
図５に示すようになる。
【００５４】
　ブロックＳＡ－ａ（１）乃至ＳＡ－ａ（１６）、ブロックＳＡ－ｂ（１）乃至ＳＡ－ｂ
（１６）、ブロックＳＡ－ｃ（１）乃至ＳＡ－ｃ（１６）、ブロックＳＡ－ｄ（１）乃至
ＳＡ－ｄ（１６）の順番で、発光輝度の補正が行われ、ブロックＳＡ－ｄ（１６）が終了
すると、再びブロックＳＡ－ａ（１）に戻る。ここで、図５中の縦１列のブロックＢを処
理する時間が１フレーム時間に相当する。
【００５５】
　図６は、４フレーム時間中の最初の１サブフレーム時間、即ち、ブロックＳＡ－ａ（１
）の発光輝度を補正するサブフレーム時間の詳細な構成を示す。
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【００５６】
　ブロックＳＡ－ａ（１）に対応するサブフレーム時間では、センシング期間において、
補正対象となるブロックＳＡ－ａ（１）の発光と、補正単位領域ＬＡのうちのエリアＳＡ
－ａ以外の３個のエリアＳＡ－ｂ，ＳＡ－ｃ、およびＳＡ－ｄであってエリア内の位置が
ブロックＳＡ－ａ（１）と対応するブロックＳＡ－ｂ（１），ＳＡ－ｃ（１）、およびＳ
Ａ－ｄ（１）の発光が、順に行われる。
【００５７】
　なお、図６においては、ブロックＳＡ－ｂ（１），ＳＡ－ｃ（１）、およびＳＡ－ｄ（
１）の発光を先に行い、その後、ブロックＳＡ－ａ（１）の発光を行う例を示しているが
、この順番は逆であってもよい。
【００５８】
　ブロックＳＡ－ｂ（１），ＳＡ－ｃ（１）、およびＳＡ－ｄ（１）の発光を行う期間（
時間）は、点灯は行うがセンサＳＲ－ａによる値（センサ値）の取得は行わない、いわゆ
るダミー発光期間であり、その後のブロックＳＡ－ａ（１）の発光を行う期間が、センサ
ＳＲ－ａでセンサ値を取得するためのセンサ値取得用発光期間である。
【００５９】
　図６において、斜線を付して示されている、ダミー発光期間およびセンサ値取得用発光
期間の前に設けられた期間は、その前の発光の影響を除外するための空白期間である。
【００６０】
　ダミー発光期間およびセンサ値取得用期間は、いずれも、十分安定したセンサ値が取得
可能なできるだけ短い時間に設定され、例えば、１サブフレーム時間の５％以下であるこ
とが望ましい。これは、ダミー発光期間およびセンサ値取得用期間を長く設定すると、１
サブフレーム時間に対するセンシング期間の割合が多くなり、バックライト１２全体の平
均発光輝度が低下するためである。
【００６１】
　従って、ダミー発光期間およびセンサ値取得用期間を、十分安定したセンサ値が取得可
能なできるだけ短い時間に設定することにより、バックライト１２全体の平均発光輝度の
低下を抑制することができる。換言すれば、通常PWM制御による発光輝度が極端に低い場
合であっても、センシング制御の発光による発光輝度の増加を最小限にすることができる
。
【００６２】
　図６に示すセンシング期間のセンサ値取得用発光期間中は、補正単位領域ＬＡ内で、ブ
ロックＳＡ－ａ（１）だけが発光する。これは、上述したように、バックライト１２を分
割する各ブロックＢは、仕切り板等を用いて物理的に分割したものではないため、周辺の
ブロックＢの発光による影響を除外し、正確なブロックＳＡ－ａ（１）の発光輝度を取得
するためである。
【００６３】
　また、ダミー発光期間中は、補正単位領域ＬＡ内で、ブロックＳＡ－ｂ（１），ＳＡ－
ｃ（１）、およびＳＡ－ｄ（１）だけが発光する。このブロックＳＡ－ｂ（１），ＳＡ－
ｃ（１）、およびＳＡ－ｄ（１）の発光は、後述するように、人間の目が輝度補正用の発
光をフリッカとして認識することができないようにするためである。
【００６４】
　図７および図８は、センシング期間のみに着目した場合の、補正単位領域ＬＡ内の各ブ
ロックＢの点灯の様子を示した図である。
【００６５】
　最初に、補正単位領域ＬＡのうちのエリアＳＡ－ａが、補正対象のエリア（以下、適宜
、補正エリアと称する）とされ、図６を参照して上述したように、ブロックＳＡ－ｂ（１
），ＳＡ－ｃ（１）、およびＳＡ－ｄ（１）がダミー発光し、その後、ブロックＳＡ－ａ
（１）がセンサ値取得用発光する。補正エリアＳＡ－ａ内のセンサＳＲ－ａは、ブロック
ＳＡ－ａ（１）による発光を受光する。次に、ブロックＳＡ－ｂ（２），ＳＡ－ｃ（２）
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、およびＳＡ－ｄ（２）がダミー発光し、その後、ブロックＳＡ－ａ（２）がセンサ値取
得用発光し、それをセンサＳＲ－ａが受光する。
【００６６】
　以下同様に順次発光され、ブロックＳＡ－ａ（１６）までがセンサ値取得用発光し、そ
れをセンサＳＲ－ａが受光する。
【００６７】
　次に、補正単位領域ＬＡのうちのエリアＳＡ－ｂが補正エリアとされ、図８に示すよう
に、ブロックＳＡ－ａ（１），ＳＡ－ｃ（１）、およびＳＡ－ｄ（１）がダミー発光し、
その後、ブロックＳＡ－ｂ（１）がセンサ値取得用発光する。補正エリアＳＡ－ｂ内のセ
ンサＳＲ－ｂは、ブロックＳＡ－ｂ（１）による発光を受光する。次に、ブロックＳＡ－
ａ（２），ＳＡ－ｃ（２）、およびＳＡ－ｄ（２）がダミー発光し、その後、ブロックＳ
Ａ－ｂ（２）がセンサ値取得用発光し、それをセンサＳＲ－ｂが受光する。
【００６８】
　以下同様に順次発光され、ブロックＳＡ－ｂ（１６）までがセンサ値取得用発光し、そ
れをセンサＳＲ－ｂが受光する。
【００６９】
　次に、エリアＳＡ－ｃおよびエリアＳＡ－ｄが順に補正エリアとされ、同様のダミー発
光およびセンサ値取得用発光が行われる。
【００７０】
　従って、例えば、ブロックＳＡ－ａ（１）が発光輝度の補正のために４フレーム時間中
に点灯する回数は、１回のセンサ値取得用発光と３回のダミー発光の計４回となる。即ち
、ブロックＳＡ－ａ（１）における通常PWM制御以外のときの点灯の周波数は、４フレー
ム時間（４／６０秒）で４回の発光を行うので、（４／６０秒）÷４＝１／６０[秒／回]
＝６０[Ｈｚ]となり、人間の目が輝度補正用の発光をフリッカとして認識することはない
。
【００７１】
　図９は、ブロックＳＡ－ａ（１）に対し発光輝度の補正を行う場合の、バックライト１
２および光源制御部３２の機能ブロック図である。
【００７２】
　バックライト１２のブロックＳＡ－ａ（１）には、赤色、緑色、および青色の光を発す
る発光素子としてのLED４１が設けられ、LED４１の一方（アノード側）は、光源制御部３
２の駆動電源供給部５４と接続され、LED４１の他方（カソード側）は、例えば、FET（Fi
eld Effect Transistor：電界効果トランジスタ）などからなるスイッチング素子４２と
接続されている。
【００７３】
　同様に、バックライト１２のブロックＳＡ－ｂ（１）にも、赤色、緑色、および青色の
光を発する発光素子としてのLED４３が設けられ、LED４３の一方（アノード側）は、光源
制御部３２の駆動電源供給部５４と接続され、LED４３の他方（カソード側）は、スイッ
チング素子４４と接続されている。ブロックＳＡ－ｃ（１）およびＳＡ－ｄ（１）は、ブ
ロックＳＡ－ｂ（１）と同様であるので、図示は省略する。
【００７４】
　スイッチング素子４２または４４それぞれは、所定のレベルの信号（パルス信号）がパ
ルス発生部５２から供給されたときにLED４１または４３に電流を流すスイッチとして機
能する。LED４１または４３は、そこに電流が供給されると発光する。センサＳＲ－ａは
、ブロックＳＡ－ａ（１）のLED４１からの受光量をデジタル信号に変換（A/D変換）し、
変換後の受光信号をサンプリング部５３に供給する。
【００７５】
　光源制御部３２は、制御部５１、パルス発生部５２、サンプリング部５３、駆動電源供
給部５４、およびメモリ５５により構成される。
【００７６】
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　制御部５１は、演算部６１およびタイミング制御部６２を有する。演算部６１は、表示
輝度算出部３１から供給される表示輝度に基づくブロックＳＡ－ａ（１）のバックライト
輝度を演算し、タイミング制御部６２に供給する。また、演算部６１は、LED４１およびL
ED４３に供給する電流値を制御する電源制御信号を駆動電源供給部５４に供給する。演算
部６１では、サンプリング部５３から供給された受光信号に基づいて、LED４１およびLED
４３に供給する電流値が必要に応じて補正される。即ち、演算部６１では、経時劣化、温
度変化などの発光輝度の変化に対応するバックライト輝度のフィードバック制御が行われ
る。なお、輝度変化に対する補正を、供給電流値を変える以外の、PWMのパルス幅を変更
する、PWMのパルス数を変更する、などで行ってもよい。
【００７７】
　タイミング制御部６２は、演算部６１により演算されたバックライト輝度に基づいて、
パルス信号のパルス幅（Duty比）およびパルス間隔等を制御するパルス制御信号をパルス
発生部５２に供給する。また、タイミング制御部６２は、センサＳＲ－ａから受光信号を
取得（サンプリング）するタイミングを表すタイミング信号を、サンプリング部５３に供
給する。
【００７８】
　パルス発生部５２は、パルス制御信号に基づくパルス信号を発生させ、スイッチング素
子４２および４４に供給する。サンプリング部５３は、タイミング信号に基づき、サンプ
リングを実行し、その結果得られる受光信号を演算部６１に供給する。駆動電源供給部５
４は、演算部６１から供給される電源制御信号に基づいて、LED４１および４３に所定の
電流値を供給する。駆動電源供給部５４の電源は、図１の電源供給部１４から供給される
。メモリ５５は、制御に必要な所定のデータを記憶する。
【００７９】
　次に、図１０のフローチャートを参照して、１つの補正単位領域ＬＡに対する光源制御
部３２のバックライト制御処理について説明する。この処理は、表示輝度算出部３１から
光源制御部３２に各ブロックＢの表示輝度が供給されたときに開始される。
【００８０】
　初めに、ステップＳ１１において、制御部５１は、補正単位領域ＬＡの４つのエリアＳ
Ａのなかから補正エリアを決定する変数であるエリア番号ｍ（ｍ＝１，２，・・，Ｍ）に
１を代入する。補正単位領域ＬＡにおいて、ｍ＝１は、エリアＳＡ－ａに対応し、ｍ＝２
は、エリアＳＡ－ｂに対応し、ｍ＝３はエリアＳＡ－ｃに対応し、ｍ＝４はエリアＳＡ－
ｄに対応する。従って、補正単位領域ＬＡのうち、最初に、エリアＳＡ－ａが補正エリア
とされる。
【００８１】
　ステップＳ１２において、制御部５１は、補正単位領域ＬＡ内の各エリアＳＡを構成す
る各ブロックＢを区別する変数であるブロック番号ｎ（ｎ＝１，２，・・，Ｎ）に１を代
入する。
【００８２】
　ステップＳ１３において、制御部５１は、全エリアＳＡ（即ち、エリアＳＡ－ａ，ＳＡ
－ｂ，ＳＡ－ｃ、およびＳＡ－ｄ）の全ブロックＢについて、入力画像信号に応じたパル
ス発光を行わせる。即ち、この処理は、１サブフレーム時間中の通常PWM期間の処理であ
る。
【００８３】
　ステップＳ１４において、制御部５１は、補正エリアの第ｎブロックのダミー発光を行
わせる。例えば、補正エリアがエリアＳＡ－ａである場合、制御部５１は、ブロックＳＡ
－ｂ（ｎ），ＳＡ－ｃ（ｎ）、およびＳＡ－ｄ（ｎ）のダミー発光を行わせる。この処理
は、１サブフレーム時間中のダミー発光期間の処理である。
【００８４】
　ステップＳ１５において、制御部５１は、補正エリアの第ｎブロックのセンサ値取得用
発光を行わせる。例えば、補正エリアがエリアＳＡ－ａである場合、制御部５１は、ブロ
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ックＳＡ－ａ（ｎ）のセンサ値取得用発光を行わせる。そして、センサＳＲ－ａは、ブロ
ックＳＡ－ａ（ｎ）のセンサ値取得用発光を受光したときの受光信号をサンプリング部５
３に共有する。この処理は、１サブフレーム時間中のセンサ値取得用発光期間の処理であ
る。
【００８５】
　ステップＳ１６において、制御部５１は、センサＳＲからの受光信号に基づいて、補正
エリアの第ｎブロックの発光輝度の補正量を演算する。例えば、補正エリアがエリアＳＡ
－ａである場合、制御部５１は、サンプリング部５３から供給される受光信号に基づいて
、ブロックＳＡ－ａ（ｎ）の発光輝度の目標値との差を演算し、それに対応する補正量を
演算する。演算された補正量は、メモリ５５に記憶され、次にブロックＳＡ－ａ（ｎ）を
発光制御する際にフィードバックされる。なお、ブロックＳＡ－ａ（ｎ）の発光輝度の目
標値もメモリ５５に予め記憶されている。
【００８６】
　ステップＳ１７において、制御部５１は、ブロック番号ｎがエリアＳＡのブロック数Ｎ
（＝１６）に等しいかを判定する。
【００８７】
　ステップＳ１７で、ブロック番号ｎがエリアＳＡのブロック数Ｎと等しくない、即ち、
ブロック番号ｎがブロック数Ｎより小さいと判定された場合、処理はステップＳ１８に進
み、制御部５１によってブロック番号ｎが１だけ増加され、処理はステップＳ１３に戻る
。
【００８８】
　一方、ステップＳ１７で、ブロック番号ｎがエリアＳＡのブロック数Ｎと等しいと判定
された場合、即ち、現在の補正エリアの全てのブロックＢに対してセンサ値取得用発光が
実行された場合、処理はステップＳ１９に進み、制御部５１は、エリア番号ｍが補正単位
領域ＬＡのエリア数Ｍ（＝４）に等しいかを判定する。
【００８９】
　ステップＳ１９で、エリア番号ｍが補正単位領域ＬＡのエリア数Ｍと等しくないと判定
された場合、即ち、補正単位領域ＬＡ内の全てのエリアＳＡ－ａ乃至ＳＡ－ｄに対してセ
ンサ値取得用発光が実行されていない場合、処理はステップＳ２０に進み、制御部５１に
よってエリア番号ｍが１だけ増加され、処理はステップＳ１２に戻る。これにより、次の
エリアＳＡが補正エリアとされる。
【００９０】
　一方、ステップＳ１９で、エリア番号ｍが補正単位領域ＬＡのエリア数Ｍと等しいと判
定された場合、即ち、補正単位領域ＬＡ内の全てのエリアＳＡ－ａ乃至ＳＡ－ｄに対して
センサ値取得用発光が実行された場合、処理はステップＳ１１に戻り、ステップＳ１１乃
至Ｓ２０の処理が再度実行される。
【００９１】
　図１０の処理は、他の装置から液晶表示装置１に対する入力画像信号の供給が終了され
るまで繰り返し実行される。
【００９２】
　以上のように、図１の液晶表示装置１では、補正単位領域ＬＡ内の補正エリアＳＡの所
定のブロックＢの発光輝度を補正する場合に、その補正対象のブロックＢだけを補正単位
領域ＬＡ内で点灯させ、それ以外のブロックＢについては全て消灯させた状態で、センサ
ＳＲに受光させ、その受光量に基づいて発光輝度の補正量を計算するので、点灯させたブ
ロックＢの発光輝度を、高精度に測定して、補正することができる。
【００９３】
　また、センサＳＲは、入力画像信号に応じて発光輝度を制御するときと同一の電流値で
検出可能な最大のエリアであるエリアＳＡごとに配置される。これにより、センサＳＲの
数を必要最低限の数で配置することができるので、バックライト１２（液晶表示装置１）
としての製造コストを低減することができる。



(13) JP 2008-268642 A 2008.11.6

10

20

30

40

50

【００９４】
　即ち、液晶表示装置１によれば、高精度かつ低コストに、発光輝度の補正を行うことが
できる。
【００９５】
　さらに、輝度補正時の各ブロックＢの点灯周波数を６０[Ｈｚ]としているので、人間の
目が輝度補正用の発光をフリッカとして認識することを防止することができる。
【００９６】
　従来では、発光輝度または色度を補正するタイミングを、シーンチェンジなどの表示画
像が暗いときに限定して行うことで、輝度補正のための発光が表示画像に与える影響を少
なくして発光輝度の補正を行うやり方もあるが、この場合、温度変化などの数秒で変化す
る色度の補正が難しいという問題がある。
【００９７】
　上述したバックライト制御処理において、センサＳＲを照度センサではなくカラーセン
サとすることにより、色度の補正についても、高精度にかつ効率良く行うことができるこ
とは言うまでもなく、４フレーム時間（４／６０秒）に１回の割合で各ブロックＢの色度
を補正することができるので、数秒で変化する色度についても補正可能である。
【００９８】
　ところで、センサＳＲは、入力画像信号に応じて発光輝度を制御するときと同一の電流
値で検出可能な最大のエリアであるエリアＳＡごとに配置されるが、センサＳＲの受光量
は距離に反比例するので、例えば、図１１に示すように、補正エリアＳＡ－ａのセンサＳ
Ｒ－ａに対して距離が近いブロックＳＡ－ａ（７）やＳＡ－ａ（１１）では高レベルの受
光信号を取得することができるが、センサＳＲ－ａに対して距離が遠いブロックＳＡ－ａ
（４）やＳＡ－ａ（１６）では、ブロックＳＡ－ａ（７）およびＳＡ－ａ（１１）と同一
の発光輝度で発光していたとしても、信号レベルは低下する。
【００９９】
　図１２を参照して、より詳細に説明する。
【０１００】
　図１２は、補正エリアＳＡ－ａ内でセンサＳＲ－ａ近傍のブロックＳＡ－ａ（７）とセ
ンサＳＲ－ａ遠隔のブロックＳＡ－ａ（１６）のLEDに供給される駆動波形（電流値の波
形）、センサＳＲ－ａに対してブロックＳＡ－ａ（１６）よりさらに遠隔にある補正エリ
アＳＡ－ａ外のブロックＳＡ－ｄ（１）のLEDに供給される駆動波形、および、センサＳ
Ｒ－ａの出力波形を示している。
【０１０１】
　図１２において、横方向は、時間軸を表し、縦方向は、波形（信号）のレベルを表す。
なお、本来、センシング期間中の発光タイミングは、図４に示したように、ブロックＳＡ
－ａ（７），ＳＡ－ａ（１６）、およびＳＡ－ｄ（１）のいずれにおいても同一であるが
、図１２では、対比して説明を容易にするため、ずらしてある。後述する図１３について
も同様である。
【０１０２】
　上述したバックライト制御処理では、ブロックＳＡ－ａ（７）のLEDに供給する電流値
ｘa7，ブロックＳＡ－ａ（１６）のLEDに供給する電流値ｘa16、およびブロックＳＡ－ｄ
（１）のLEDに供給する電流値ｘd1は、いずれも同一の電流値Ｉ0である。
【０１０３】
　また、センサＳＲ－ａに近傍のブロックＳＡ－ａ（７）から受光したときのセンサＳＲ
－ａの出力波形のレベルは、値ｙa7であり、センサＳＲ－ａから遠隔のブロックＳＡ－ａ
（１６）から受光したときのセンサＳＲ－ａの出力波形のレベルは、値ｙa7よりも低いが
、補正を実行するために必要な最低レベルｙL以上の値ｙa16である。
【０１０４】
　一方、補正エリアＳＡ－ａ外のブロックＳＡ－ｄ（１）から受光したときのセンサＳＲ
－ａの出力波形のレベルは、最低レベルｙLより小さい値ｙd1となる。従って、補正エリ
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アＳＡ－ａ外のブロックＳＡ－ｄ（１）の発光輝度をセンサＳＲ－ａのセンサ値で補正す
ることはできず、ブロックＳＡ－ｄ（１）に対してはセンサＳＲ－ｄが使用される。
【０１０５】
　そこで、液晶表示装置１の光源制御部３２は、図１３において斜線を付して示すように
、ブロックＳＡ－ｄ（１）のLEDに供給する電流値ｘd1を、ブロックＳＡ－ａ（７）およ
びＳＡ－ａ（１６）のLEDに供給する電流値Ｉ0よりも大きい電流値Ｉ1とする。この場合
、ブロックＳＡ－ｄ（１）から受光したときのセンサＳＲ－ａの出力波形のレベルは、最
低レベルｙL以上の値ｙd1’となり、センサＳＲ－ａで補正に必要な受光量の取得が可能
となる。
【０１０６】
　このように、センサＳＲ－ａとの距離が遠く、通常PWM制御時の電流値Ｉ0では受光信号
が最低レベルｙL以下のブロックＢのLEDに対して、センサＳＲ－ａ近傍のブロックＢのLE
Dに供給する電流値Ｉ0よりも大きい電流値Ｉ1を供給することにより、輝度補正のために
センサＳＲが検出するエリアＳＡを、例えば、図１４に示すように６×６ブロックの３６
ブロックというように拡大することができる。これにより、バックライト１２全体におけ
るセンサＳＲの個数を削減することができるので、より低コストで効率的に、発光輝度ま
たは色度の補正をすることができる。あるいは、１センサＳＲあたりのブロックＢの個数
を同一とするならば、受光面積のより小さい安価なセンサＳＲを使用することができ、よ
り低コストで効率的に、発光輝度または色度の補正をすることができる。
【０１０７】
　なお、エリアＳＡを３６ブロック単位にすると、１フレーム時間を３６サブフレーム時
間に分割するので、１サブフレーム時間は、１６ブロックでエリアＳＡを構成したときと
異なる。
【０１０８】
　上述した例では、センサＳＲのレベルが最低レベルｙL以下となるブロックＢのみに対
して供給電流値を変更する例について説明したが、通常PWM制御時の電流値Ｉ0でセンサＳ
Ｒのレベルが最低レベルｙL以上となるブロックＢのLEDであっても、センサＳＲのレベル
は距離に応じて低くなるので、輝度補正時（センシング期間中）の供給電流値を、センサ
ＳＲからの距離に応じて大きくするようにしてもよい。
【０１０９】
　ところで、LEDに供給する電流値をブロックＢごとに変更する場合には、どれくらいの
電流値をLEDに供給したときにどれだけの発光輝度（出力波形のレベル）になるのかを表
す供給電流値Ｉｆと発光輝度Ｌとの関係を予め取得し、メモリ５５に記憶させておく必要
がある。そして、光源制御部３２は、メモリ５５に記憶されている、初期状態の発光輝度
と比較して、通常PWM期間の供給電流値Ｉ0を補正する。
【０１１０】
　そこで、供給電流値Ｉｆと発光輝度Ｌとの関係をブロックＢごとに記憶させるだけでな
く、LEDへの供給電流値Ｉｆと印加電圧値Ｖｆとの関係もメモリ５５に記憶させておくよ
うにすれば、LEDの発光輝度または色度が変化した要因をある程度推測することができる
。
【０１１１】
　より具体的には、所定のブロックＢのLEDに対し、図１５に示されるように、供給電流
値をＩ0，Ｉ1，Ｉ2などとしたときの発光輝度Ｌが予め測定される。
【０１１２】
　また、所定のブロックＢのLEDに対し、図１６に示されるように、供給電流値をＩ0，Ｉ

1，Ｉ2などとしたときの印加電圧値Ｖｆも予め測定される。
【０１１３】
　そして、図１５および図１６において太線の実線で示される、電流値Ｉｆと発光輝度Ｌ
との関係、および、電流値Iｆと印加電圧値Ｖｆとの関係が、初期状態として、メモリ５
５に記憶される。
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【０１１４】
　LEDは、一般的に、図１７に示されるようにLED７１と、そのLED７１と並列に接続され
る等価並列抵抗７２、およびLED７１と直列に接続される等価直列抵抗７３により構成さ
れる等価回路とみなすことができる。ここで、等価並列抵抗７２の抵抗値はＲｐ、等価直
列抵抗７３の抵抗値はＲｓであるとする。
【０１１５】
　所定時間経過後、LEDへの供給電流値をＩ0，Ｉ1，Ｉ2とした場合に、図１５および図１
６に示されるように、発光輝度Ｌも印加電圧値Ｖｆも初期状態より低下しているときには
、経時劣化により、等価並列抵抗７２の抵抗値Ｒｐが減少しているとみなすことができる
。
【０１１６】
　一方、LEDへの供給電流値をＩ0，Ｉ1，Ｉ2とした場合に、発光輝度Ｌは初期状態と変わ
らず、印加電圧値Ｖｆが初期状態より上昇しているときには、経時劣化により、等価直列
抵抗７３の抵抗値Ｒｓが増加しているとみなすことができる。
【０１１７】
　また、LEDへの供給電流値をＩ0，Ｉ1，Ｉ2とした場合に、印加電圧値Ｖｆは初期状態と
変わらず、発光輝度Ｌは初期状態より低下しているときには、レンズ等の外的要因が影響
していることが推測される。
【０１１８】
　実際には、上述の３種類の変化それぞれ単独ではなく、それらが組み合わされた特性と
なることが考えられるので、実測された電流値Ｉｆと発光輝度Ｌの関係、および、電流値
Iｆと印加電圧値Ｖｆの関係によって、「等価並列抵抗７２の抵抗値Ｒｐの変化」、「等
価直列抵抗７３の抵抗値Ｒｓの変化」、および「外的要因」の割合を推定し、それに応じ
た発光輝度の補正をすることができる。即ち、供給電流値の変更、パルス幅の変更、LED
の交換など、経時劣化による発光輝度の変化に対する最適な改善策を採ることができるよ
うになる。
【０１１９】
　上述した実施の形態では、１のブロック単位で、輝度補正を行う例を説明したが、輝度
補正は、必ずしも１ブロックで行う必要はなく、隣接する数ブロックを小エリアとして、
小エリア単位で行うようにしてもよい。従って、上述した実施の形態は、１ブロックを小
エリアとした場合の例に相当するが、例えば、図３において、エリアＳＡ－ａのブロック
ＳＡ－ａ（１），ブロックＳＡ－ａ（２），ブロックＳＡ－ａ（５）、およびブロックＳ
Ａ－ａ（６）のように、４ブロック単位を小エリアとした小エリア単位で輝度補正を行っ
てもよい。
【０１２０】
　また、上述した実施の形態では、ブロック（小エリア）の個数Ｎが１６（Ｎ＝１６）で
、エリアを構成するブロック（小エリア）の個数Ｍが４（Ｍ＝４）である例について説明
したが、本発明は、上述した個数に限定されるものではない。即ち、輝度補正時の各ブロ
ックＢの点灯周波数が６０[Ｈｚ]以上となるような個数であれば何でもよい。
【０１２１】
　本明細書において、フローチャートに記述されたステップは、記載された順序に沿って
時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくとも、並列的ある
いは個別に実行される処理をも含むものである。
【０１２２】
　本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１２３】
【図１】本発明を適用した液晶表示装置の一実施の形態の構成例を示す図である。
【図２】バックライトの詳細な構成を示す図である。
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【図３】バックライトの補正単位領域の詳細な構成を示す図である。
【図４】４フレーム時間中のセンシング期間の位置について説明する図である。
【図５】輝度補正時のブロックの点灯順序を説明する図である。
【図６】センシング期間の詳細について説明する図である。
【図７】輝度補正時の各ブロックの点灯の様子を示した図である。
【図８】輝度補正時の各ブロックの点灯の様子を示した図である。
【図９】バックライトおよび光源制御部の機能ブロック図である。
【図１０】バックライト制御処理について説明するフローチャートである。
【図１１】センサからの距離による受光信号レベルの低下について説明する図である。
【図１２】センサからの距離による受光信号レベルの低下について説明する図である。
【図１３】センサ遠隔のブロックの供給電流値の変更について説明する図である。
【図１４】供給電流値を変更した場合の補正エリアの拡大について説明する図である。
【図１５】経時劣化によるLEDの変化について説明する図である。
【図１６】経時劣化によるLEDの変化について説明する図である。
【図１７】経時劣化によるLEDの変化について説明する図である。
【符号の説明】
【０１２４】
　１　液晶表示装置，　１２　バックライト，　１３　制御部，　３２　光源制御部，　
５１　制御部，　６１　演算部，　６２　タイミング制御部，　ＳＲ　センサ，　Ｂ　ブ
ロック，　ＳＡ　エリア，　ＬＡ　補正単位領域

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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